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2019 年の第 40 回「ユネスコ総会」および第 74 回「国連総会」において採択された「持続可能
な開発のための教育：SDGs 達成に向けて（Education for Sustainable Development: Towards 














あるパウル・クルッツェン（Paul Crutzen）が 2000 年に提言した概念で、人間の活動が地球全体
に影響を及ぼす時代のことを指す。上記のような社会情勢が続くなか、あらためて自然と人間の関
係性を再考する時期に来ていると言えるのではないだろうか。
　2016 年より SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）がスタートし、
「誰一人取り残さない」というスローガンのもと、持続可能な社会を目指し 2030 年までに各国が
17 の目標（下位項目 169 のターゲット）の達成に向けて、具体的な政策や取り組みを進めてい
る。さらに SDGs 達成の鍵として、「教育」も大きな役割を担っている 2)。持続可能な開発のため
の教育（ESD：Education for Sustainable Development）」（以下、ESD と表記）は、1992 年の





なされてきた 3) 4) 5）。さらに、持続可能な社会を目指し幼児教育・保育の分野で国際的に多様な取




する。次に、第 3 章で、2019 年の第 40 回「ユネスコ総会」および第 74 回「国連総会」におい
て採択された「持続可能な開発のための教育：SDGs 達成に向けて（Education for Sustainable 














Nations Conference on Environment and Development）」（通称：地球サミット）において、地
球の環境問題と開発の問題を解決するための具体的な方針が話し合われた。この地球サミットで採
択された行動計画『アジェンダ 21』の 36 章には、「教育」が持続可能な未来を促進する大きな役
割を担っていることが明記された 8)。　　　　　
　それから 10 年後、2002 年の「持続可能な開発に関する世界首脳会議」（通称：ヨハネスブル
ク・サミット）で、ESD（持続可能な開発のための教育）が明確に示され、2005 年から 2014 年
は、「国連 ESD の 10 年」（UN Decade of ESD：The United Nations Decade of Education for 
Sustainable Development）と定められ、ESD の普及と啓発が進められた。
　2013 年の第 37 回「ユネスコ総会」では、「国連 ESD の 10 年」の後継プログラムとして、「ESD
のグローバル・アクション・プログラム（GAP：Global Action Programme on ESD）」（以下、
GAP と表記）が採択された。GAP は、2015 年から 2019 年にかけて実施され「政策的支援」、「ホー
ル・インスティテューション・アプローチ」、「教育者」、「若者」、「ローカルコミュニティ」の 5 つ
が優先的に取り組むべき分野とされた 9) 10）。
　2016 年に SDGs が正式にスタートしたのち、2019 年の第 40 回「ユネスコ総会」および第 74 回「国
連総会」において ESD for 2030（持続可能な開発のための教育：SDGs 達成に向けて（ESD for 
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2030））が採択された。この ESD for 2030 は、GAP の後継プログラムでもあり、SDGs で挙げら






　日本国内では、乳幼児期の ESD の実践報告や実践をベースに論じた研究が多い 12) 13) 14) 15)。これ
らの ESD 実践例の多くは、自然体験や地域交流などを通して子どもが体験的に持続可能性につい
て学んでいるとされるケースが多い。しかし、日本の幼児教育・保育の文脈を考慮しながら、持続









































1987 年  
ブルントラント会議『我ら共通の未来』 
→持続可能な開発が定義される。 




2005 年～2014 年 2014 年 










2016 年～2030 年  
SDGs が正式にスタート 
→持続可能な開発目標（17 の目標と 169 のター
ゲット）が示される。 
2019 年～2030 年  























変容につながらない ESD」や「断片化・矮小化された ESD」などの問題も指摘されている 35)。また、
持続可能な社会と教育の関係性を捉えるにあたって、幼児期の独自性について、共感をキーワード
に関係論的な発達観からの捉え直しも行われてきた 36)。
Ⅲ．ESD for 2030 の概要
　本章では、GAP（グローバル・アクション・プログラム 2015-2019）を引き継ぐ新たな国際的
な枠組みである ESD for 2030（持続可能な開発のための教育：SDGs 達成に向けて）について、
以下主な特徴をユネスコの報告書を中心にみていく 37)。まず、ESD for 2030 の背景を概観し、続
いて ESD for 2030 の特徴について整理する。
1.　ESD for 2030 の背景
　ESD for 2030 は、2019 年の第 40 回「ユネスコ総会」および第 74 回「国連総会」において採択され、
今後の取り組みについてはこれまで同様ユネスコが主導的な役割を果たすことが再確認された。第
74 回「国連総会」の決議では、ESD が SDG4（質の高い教育をみんなに）の達成への鍵であり、














　なお本来であれば 2020 年 5 月にドイツ・ベルリンで開催される予定だった「ESD ユネスコ世
界会議」は、新型コロナウイルス感染症危機のため延期され、2020 年 9 月から 2021 年 4 月にか
けてポスト・コロナ時代における新たな ESD の枠組みに向けた話し合いやワークショップが、毎
月オンラインで開催されウェブ上で公開されている 42）。
2.　ESD for 2030 の特徴








重要性は、「国連 ESD の 10 年」がはじまった当初から指摘されてきた 45)。『ESD の 10 年 国際実
施計画のための枠組み』46）においても、持続可能な開発の柱となる「社会」「環境」「経済」とい
う 3 つの領域を支える基盤として「文化」の重要性が提示されてきた（図 2 参照）。
図 1. 持続可能な暮らしから持続可能な文化へ 






図 1.　持続可能な暮らしから持続可能な文化へ（永田 2020 より 44））
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　さらに「開発」概念の問い直しについても、従来から環境教育や ESD の研究者の間で指摘され




葉を意図的に使用することなく論じられている 51)。ESD は、SDGs 達成の鍵となるとされている
が、SDGs の 17 の各目標を相互関連的に捉える視点についてはさらなる議論が必要である。例え
ば、ストックホルム・レジリエンス研究所の所長であるロックストローム（Johan Rockström）は、
SDGs の 17 の目標を大きく「経済（Economy）」「社会（Society）」「生物圏（環境）（Biosphre）」
の 3 階層に分けて新たなモデルを提示した（図 2 参照）。
図 2.ESD の 3 本柱である「社会」「環境」「経済」を支える「文化」
（日本ホリスティック教育協会・永田佳之・吉田敦彦 2008 より 47））
 
図 2. ESD の 3 本柱である「社会」「環境」「経済」を支える「文化」 



















（レジリエンス研究所 2016 より 52））
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　ESD では、これまでも持続可能な未来に向けた価値変容と行動変容が求められてきた。その変











のユネスコの枠組みである ESD for 2030 を中心に概観してきた。最後に、以上の議論を踏まえて、
日本の幼児教育・保育の文脈から ESD for 2030 を読み解き、持続可能な社会構築に向けて求めら



































































（註 2） 幼児期における持続可能な社会に向けた諸外国の実践例については、Davis & Elliott（2014）が詳しい。
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